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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

2015 年から 2025 年に、放射性物質吸収抑制対策のためのカリ上乗せ施用を終了した水田に

おける土壌の交換性カリ含量を把握するため、福島県内の水田 73 ほ場を対象に、カリ上乗せ終

了後（以下、「カリ卒後」という）の土壌の交換性カリ含量の推移を調査した。その結果、土

壌の交換性カリ含量のデータ分布には大きな変化は見られなかった。 

 

（１） カリ卒時から 5 年後まで、土壌の交換性カリ含量の中央値は 25～27 mg K₂O 100 g-1DW

で推移し、大きな変化はなかった（図 1）が、カリ卒後も改良目標値とされる土壌の交換

性カリ含量 25mg K₂O 100 g-1DW（以下、「改良目標値」という）以上を維持し続けるこ

とができたほ場は全体の約 3 割にとどまっていた（表 1）。 

（２） カリ卒後も改良目標値を維持し続けることができたほ場と改良目標値未満まで低下したほ

場を比較すると、基肥カリ施肥量の中央値はそれぞれ 4.7 及び 4.2 kg K2O 10a-1 であり、

改良目標値未満のほ場でやや少ない傾向であった（表１）。 

（３） 稲わらと堆肥を併用しているほ場の方が、カリ卒後も改良目標値を維持することができて

いた。そのため、有機物施用の違いが、カリ卒後における土壌の交換性カリ含量の維持に

関与している可能性が示唆された（表１）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 放射性セシウム吸収抑制対策のためのカリ施肥や稲わら・堆肥施用の必要性を検討するた

めの基礎情報となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 本成果は、市町村が設置したカリ上乗せ施用事業効果の検証のためのほ場で実施した調査

結果に基づくものである。 

（２） 水稲への放射性セシウム吸収抑制対策のためには、土壌分析結果に基づき、カリ肥料、稲わ

ら等を施用し、土壌の交換性カリ含量を維持することが重要である。 



 

Ⅱ 具体的データ等 
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図 1 カリ卒時からカリ卒 5 年後までの土壌の交換性カリ含量の推移 

注 1) カリ卒時は福島県営農再開支援事業効果検証時に測定した値である。 

注 2) 図中の破線は土壌の交換性カリ含量の改良目標値(25mg K₂O 100 g-1DW)を示す。 

改良目標値
25mgK₂O 100mg-1DW

 

 

 

表 1 土壌の交換性カリ含量改良目標値(25mg K₂O 100 g-1DW)を基準としたカリ卒後の維持状況と施肥・有機物施用の関係 

 

25mg以上1) 20 27.4 43.1 30.5 4.7 55.0 40.0 5.0 0.0

25mg未満2) 53 72.6 23.0 18.4 4.2 41.5 54.7 0.0 3.8

全体 73 28.0 21.6 4.4 45.2 50.7 1.4 2.7

注1）「25 mg以上」は、カリ卒後の追跡期間を通じて交換性カリ含量の最低値が25mgK2O 100g-1DW以上であったほ場群を示す。

注2）「25 mg未満」は、カリ卒後の追跡期間中に交換性カリ含量の最低値が25mgK2O 100g-1DW以上であったほ場群を示す。

注3）「カリ卒時」の交換性カリ含量は、福島県営農再開支援事業効果検証時に測定した交換性カリ含量を示す。

注4）「カリ卒後の最低値」は、カリ上乗せ施肥を中止した後の追跡期間中に、各ほ場で複数年にわたり測定した交換性カリ含量のうち，最も低い年の値を示す。
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